
九州地方整備局の職員数

平成24年4月1日現在



◇九州地方整備局の魅力向上
地域の方々が安全で安心に暮らせ、

魅力あるふるさとづくり目指す

九WE会の目標

九州女性技術者の会（九WE会）の活動目標

目標：◇九州地整の魅力向上
地域の皆さまが安心・安全に暮らせてかつ魅力あるふるさとづくり

◇会のメンバーがいきいきと働ける職場づくり
情報交換・共有によるモチベーション向上・連携強化

◇いきいきと働く職場づくり
・連携強化によるモチベーション向上

・技術力向上(スキルアップ)

実現するための
アイディア・着眼点

＝『提言書』

☆九WE会の特徴
◇行政でかつ技術者の立場
◇地域女性の方々と同じもしくは
近い立場（視点）

←これまで見逃していた視点

九WE会の特徴を
最大限に活かしたい！

これまであまり意見を聴く機会がなかった方々へのアプローチも可能となるのでは？効果



九州女性技術者の会（九WE会）の目的

○九州固有の自然・社会条件と社会資本の整備状況に対応し、限られた予算の中で、国家的・広域的見地
に立った社会資本の整備・管理を効率的・効果的に実施するとともに、危機管理・災害対策の充実強化を
図り、もって安全安心を確保し、地域の活性化に貢献する必要がある。

○個々の職員と組織全体の専門力の向上を通じて、業務の質と効率の一層の向上に努める必要がある。

○全ての職員が働きやすく、持ってる能力を最大限に発揮できる職場づくりが必要である。

① 『連携』
女性技術者の結びつきの強化

② 『活力』
１人１人の活力・モチベーションの向上

③ 『育成』
１人１人の知識・能力の向上

目指す方向 得られるもの（成果）

・いきいきと働くことができる職場づくり

・九州地方整備局の魅力、技術の向上

・情報交換によるモチベーション向上

・技術者同士の知識の向上

・技術者をめざす女性へのアドバイス

その実現のために

「社会資本の整備等に関する提言」…女性ならではの視点での提言書。作成に伴うスキルの向上。
「全体会議・ブロック会議の開催」…年数回会議を開催し、情報共有・技術力向上・モチベーションの向上を図る。
「技術者を目指す女性への支援活動」…官庁業務合同説明会等において技術的なアドバイス等の支援。
「ML、KNSの活用による情報交換」…ML、KNSを活用し、技術的な情報交換や連携強化を図る。
「現地見学会・講習会・講演会等」…現場施工技術講習会等の既存の講習会に参加し知識・能力の向上を図る。

背景



H24年3月 H23年度「九州地方整備局の魅力をＵＰするアイディア集」を
企画部長、企画課、課長補佐に提案

九州女性技術者の会（九WE会）の活動



H24年度～ 九州女性技術者の会（九WE会）の活動方針

Ⅰ技術者を目指す女性への支援活動
①官庁業務合同説明会
②インターンシップ女子学生との意見交換会
③Ⅱ種オープンゼミ

Ⅱ ML、KNSの活用による情報交換
①KNSによる自己紹介・・・
②アイディア集作成に向けてKNSで意見交換実施

現在進行中！

継続

Ⅳ 社会資本の整備等に関する提言
→「九州地方整備局の魅力をＵＰするアイディア集」

①H23年度作成アイディア集の実行・活用を具体的に検討
②広報以外(河川、道路、港湾等)のテーマによるアイディアの検討

今年度は実践へ

◇全体会議 １回 、ブロック会議１回（北ブロック会議、南ブロック会議）
※他機関で活躍している女性技術者団体との意見交換を企画（予定）

Ⅲ 他機関で活躍中の女性技術者団体との意見交換
各団体における女性技術者の職場環境、業務効率化における工夫

点等の意見交換を実施。
(9月：建設コンサルタント、10月：福岡市 )

今年度より実施



H24年度 九州女性技術者の会（九WE会）の活動

◇H23年度 「九州地方整備局の魅力をUPするアイディア集（広報の工夫編）」
の実践→拡充へ

進め方①

進め方②

進め方③ 【全体会議】※収集した情報等をもとに具体的な
内容の検討及び意見交換→とりまとめ

H24年5月

【KNSで意見交換】※ブロック会議から出た検討項
目、アイディアの改善点などの意見交換

【ブロック会議】
※アイディア集を実践するための具体策について
意見交換
①広く周知するための方法
②項目ごとに、具体的に進める上でのアイディア

H24年度広報担当者会議にて紹介


